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【発表概要】 
本稿では，特許と論文データベースを統合し，ユーザが特許と論文を横断的に検

索したり，技術動向を分析したりすることを可能にするツールについて述べる．本研究

では，まず，特許と論文間の引用関係を解析し，次に，この関係を用いて，論文用語

(例えば「DRAM」)を特許用語(例えば「半導体記憶装置」)に自動変換する手法を開
発する．ユーザは，引用関係をたどったり，用語の変換技術を用いたりすることにより，

特許と論文を横断的に検索できる．次に，統合されたデータベースから特定分野の文

献を収集し，それらからその分野でどのような要素技術がいつ頃から使われたかという

情報を自動抽出し，年代順に並べてグラフとして出力する．この結果，ユーザはある分

野の技術動向を分析できる． 
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1. はじめに 
近年，大学研究者にとって，特許出願

が重要な研究活動のひとつとして考えら

れるようになった結果，研究者自身が関

連論文だけでなく特許も調べたり，特許

を出願したりするという機会が増えている．

2006 年 6 月に政府の知的財産戦略本

部が発表した「知的財産権推進計画

2006」1においても，大学研究における

特許情報の重要性が謳われており，大

学研究者の利用を想定した特許・論文

情報統合検索システムの整備もこの計

                                                  
1 http://www.ipr.go.jp/ 

1 



 

画のひとつに挙げられていることから，こ

の傾向は今後さらに強まっていくと思わ

れる． 
しかし，特許にあまり馴染みのない研

究者が特許検索を行うのは容易なことで

はない．特許では請求範囲をなるべく広

く確保するため，一般性の高い特許用

語を用いて記述する傾向にある．このた

め，単純に表層的な単語の一致度を用

いる従来の検索モデルでは，同じキー

ワードで特許データベースと論文データ

ベースを検索しても，用語の使われ方の

違いから，そのキーワードに関する論文

や特許を十分に収集できるとは限らない．

また，特許を効率的に検索するには，

IPC コード，FI コード，F タームなどの分

類記号を使いこなす必要があるが，それ

には専門的な技術と経験が必要となる． 

そこで，本研究では，特許と論文デー

タベースを統合し，研究者にとって特許

検索を容易にする環境の構築を目指す．

また，この統合されたデータベースを用

いて，技術動向の分析を行うツールの開

発を行う． 
2. 特許と論文データベースの統合 
我々は，Web上のPostscriptとPDF
形式の日英論文約 78,000件を収集し，
引用論文データベースPRESRI 2を構

築している[1]．さらに，PRESRIと特許
間の引用関係を解析し，両者の統合を

行っている[2]．特許と論文間の引用関
係を用いることで，研究者はキーワード

検索で論文を検索した後，引用関係を

たどって関連特許を収集できる． 
しかし，特許中の引用文献の中で論

文が占める割合と，論文中の引用文献

の中で特許が占める割合は数パーセン

ト程度にしか過ぎず，あるテーマに関す

る特許と論文を網羅的に収集するのに，

引用関係をたどるだけでは限界がある．

                                                  
2 http://www.presri.com 

そこで，特許と論文間の引用関係に加え，

論文用語の特許用語への自動変換にも

取り組み(例えば「DRAM」を「半導体記
憶装置」に変換する)，特許，論文データ
の効率的な検索環境の構築を目指して

いる．次節では，この自動変換技術につ

いて述べる． 
2.1 論文用語の特許用語への変換手順 

論文用語の特許用語への変換を実現

するため，特許と論文間の引用関係に

着目する．我々は過去の研究において，

ある専門用語を入力すると，それに関連

する用語を自動収集する方法を提案し

ている[3]．この手法では，まず，ある用
語を表題に含む論文を収集し，次に，そ

れらと直接引用関係にある論文の表題

から用語を抽出し，最後に，それらを頻

度順に並べて出力している．同様に，あ

る用語を表題に含んだ論文を収集し，そ

れらと直接引用関係にある特許から，特

許のトピックを示す用語を抽出すれば，

入力された論文用語に関連する特許用

語の変換が実現できると考えられる． 
以下に，その手順を示す． 

1. システムに論文用語を入力． 
2. システムは，入力された用語を表
題に含む論文をデータベースから

検索．  
3. 手順 2で検索された論文と引用関
係にある特許を収集． 

4. 手順 3で収集された特許から用語
を抽出し，頻度順にならべ，出力． 

ここで，手順 4 において，特許中のどの
個所から用語を抽出するのかを検討す

る必要がある．次節では，特許用語の抽

出手法について述べる． 
2.2 特許用語の抽出 

特許から用語を抽出する際，請求項

に着目する．請求項とは，「特許を受けよ

うとする発明を特定するために，必要と

認める事項のすべてを記載した項」のこ

とであり，特許明細書の中で最も重要な
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個所である．また，この個所は，請求範

囲をなるべく広く確保するため，一般性

の高い特許用語を用いて記述されるとい

う特徴がある．  
図 1は請求項の一例であるが，この例
から分かるように，請求項は慣例的に長

い１文で記載されるため，請求項すべて

から用語の抽出を行うと，その中に不要

な語が多く含まれてしまう．  

図 1 請求項の例(特開平 10-011111より
引用，強調および下線筆者) 
 
ここで，請求項には以下に述べるような 2
つの構造的な特徴が存在する[4]．ひと
つ目は，請求項の記述末尾に名詞また

は記号が存在し，その直前に名詞があり，

さらにその直前に名詞，記号，または助

詞「の」が連続的に出現して「名詞のまと

まり」（図 1「作業機の操作用仮想振動生
成装置」）を形成する，という特徴である．

ふたつ目は，「において，」や「であっ

て，」などの文字列を用いて記述を前半

部と後半部に分割するとき，「におい

て，」や「であって，」の直前にも，記述末

尾と同様の「名詞のまとまり」（図 1「作業
機」）が存在する，という特徴である．この

まとまりは，発明の名称を表していること

が多い．新森らは，手がかり語を用いて

請求項の構造を解析する手法を提案し

ているが，この解析結果を用い，「名詞

のまとまり」から用語の抽出を行う． 
本研究では，この他，特許中の請求

項間の関係にも着目する．特許中には，

複数の独立請求項(他の請求項を引用
しない請求項)と，各独立請求項を引用
する従属請求項が存在する．また，一般

的に独立請求項では上位概念で，従属

請求項では下位概念で発明が記載され

る．このことから，用語抽出の対象となる

請求項を，独立請求項とそれを引用する

従属請求項に限定した方が，特許中の

すべての請求項を使うより良い抽出が可

能であると考えられる．一方，一般性の

高い特許用語を抽出するには，独立請

求項のみを抽出対象にした方が良いと

考えることもできる．実際に，独立請求項

を使った場合，独立請求項とその従属

請求項を使った場合，特許中のすべて

の請求項を使った場合のそれぞれで実

験し，結果を比較したところ，独立請求

項とその従属請求項を使った場合にお

いて一番良い結果が得られた．  

操作手段によりアクチュエータを駆動して所望

の作業を行う作業機において，前記作業の作

業機構に作成する負荷を検出する負荷検出

手段と，この負荷検出手段の検出値に応じた

周波数の信号を出力する第１の周波数変換器

と，当該負荷検出手段の検出値に応じた周波

数のパルスを出力する第２の周波数変換器

と，前記第１の周波数変換器から出力される

信号を前記第２の周波数変換器からのパルス

の出力期間だけ間欠的に出力する変調手段

と，この変調手段の出力に応じて振動を発生

する振動発生手段とを設けたことを特徴とする

作業機の操作用仮想振動生成装置 

2.3 Mase 手法を用いた提案手法の改良 

特許明細書の「符号の説明」という項

目には，「磁気記憶装置(フロッピーディ
スク)」といった記述が数多く存在する．
Mase ら[5]は，このような記述から，「磁
気記憶装置」と「フロッピーディスク」とい

った関連用語対を抽出し，特許検索の

際のquery expansionに利用している．
この手法は，「フロッピーディスク」という

用語を「磁気記憶装置」という特許用語

に変換する本研究においても有効であ

ると考えられる．そこで，Mase 手法を実
装し，実際に論文用語を入力して調べ

た結果，いくつかの入力用語に対しては，

2.2 節で提案した手法よりも高い精度で
変換できることが確認されたが，入力さ

れた用語に対する特許用語が全く見つ

からないといった場合もあった．そこで，

Mase 手法を用いて提案手法を改良す
る．ある入力用語に対し，Mase 手法に
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よって，例えば「磁気記憶装置」や「リ

ムーバブル記憶装置」といった出力が得

られた場合，入力用語は何らかの装置

に関する用語であると考えられる．そこで，

このような場合，提案手法で得られた結

果の中で用語の最後が「装置」で終わっ

ているものは，他の用語よりもスコアを上

げて用語の出力順序を変えることで，提

案手法の改良を行う． 
2.4 出力例 

以下に，「ワードプロセッサ」と

「DRAM」を入力した場合の出力結果
(スコア順)をそれぞれ示す．また，人
間が正解と判定したものを下線で示

してある． 
入力用語(ワードプロセッサ) 

1. 文書編集装置 
2. 文書作成装置 
3. 文書処理装置 
4. 文書作成支援装置 
5. 共起関係計算装置 

入力用語(DRAM) 
1. 半導体記憶装置 
2. ダイナミックランダムアクセ
スメモリ 

3. 半導体メモリ 
4. 集積メモリ 
5. キャッシュメモリ 

この結果から分かるように，上位に多

くの正解が出力されており，提案手法

の有効性が確認できる．  
3. 技術動向の分析 
ある分野において，「どのような要素技

術がいつ頃から使われているのか」とい

う情報を網羅的に収集し整理することは，

その分野の技術動向を概観するのに必

要不可欠であるが，その作業には多くの

時間と労力を要する．そこで，このような

情報を自動的に抽出し，可視化するシス

テムの構築を目指す．なお，今回は論文

データのみを対象にし，次節ではその手

法を述べる． 

3.1 技術動向の抽出手法 

技術動向情報を抽出し，可視化する

には，まず，特定分野の論文を収集し，

次に，そこから可視化に必要な情報を抽

出する，という 2 つのステップが必要とな
る．本研究では，ステップ 1 は論文間の
引用情報を，ステップ 2は論文表題の解
析技術を，それぞれ用いる．論文間の引

用情報とは，論文間の引用・被引用関係

だけでなく，ある論文が引用論文をどの

ような理由で引用しているのか(引用タイ
プ)も含めた情報のことである[1]．ステッ
プ 1 では，キーワード検索により特定分
野の論文を収集するが，この時，同時に

引用情報も考慮することで，キーワード

を含んでいない当該分野の論文も収集

する．ステップ 2 では，収集された論文
の表題から要素技術に関する情報を抽

出する．多くの論文表題には「A に基づ
いた」や「B を用いた」などの表現が含ま
れる．この Aや Bは，ある技術を実現す
るための要素技術を示す用語であると考

えられる．そこで，論文表題を解析し，要

素技術を示す用語を抽出する．用語を

抽出した論文の著作年をX軸に，抽出さ
れた用語を Y 軸にとることで，ある分野
の動向を示すグラフを作成することがで

きる． 
3.2システム動作例 
図２にシステムの動作例を示す．図は，

「形態素解析」という用語をシステムに入

力した時の解析結果を示している．図に

おいて，左端に「形態素解析」の要素技

術名が列挙してあり，その用語が論文表

題中で使われた年が，各技術の右側に

示してある．例えば図 2 の「コスト最小
法」の場合，この用語を論文表題に含ん

だ形態素解析に関する論文が 1987 年
に 1件，1993年に 2件発表されている．
これらは図中で「●」として表示されてお

り，その間が直線で結ばれている．ユー

ザが●上にカーソルを重ねると，その論
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文の書誌情報がポップアップ表示される．

図では，「コスト最小法」(一番右端の●)
にカーソルを重ねた時のポップアップ表

示として「小松, コスト最小法に基づく逐
次確定型・形態素解析，1993」が例示さ
れている． 
さて，図 2 において要素技術として提
示されている用語をユーザがクリックする

と，その要素技術が他にどのような分野

で利用されているのかが一覧表示される．

図 3は，図 2中の“hmm”(隠れマルコフ
モデル)をクリックした結果を示している．
この図から ， 1988 年には “ speech 
recognition”(音声認識)の分野で，また，
2001 年には“summarization”(要約)
の分野でそれぞれ利用されていることが

わかる． 
 

 
図 2 ある分野で使われている要素技
術の一覧表示 
 
4. おわりに 
本稿では，特許と論文データベースを

統合し，技術動向分析を行うツールを紹

介した．今後は，まず論文用語から特許

用語の変換手法の定量的な評価を行う．

次に技術動向分析ツールを論文だけで

なく特許にも拡張する． 
 

 
図 3 ある要素技術が使われている分
野の一覧表示 
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